
　「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
学
習
を
終
え
た
中
学
三

年
生
は
、
義
務
教
育
で
学
習
す
る
古
典
の
内
容
を

ほ
ぼ
既
習
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
年
間
の

古
典
学
習
を
修
了
す
る
今
、
こ
れ
か
ら
中
学
校
の

古
典
学
習
を
始
め
る
中
学
一
年
生
に
「
古
典
の
魅

力
」
を
伝
え
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
内
容
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
問
い
か
ら
今
回
の
授
業
ア

イ
デ
ア
は
生
ま
れ
た
。

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
風
の
番
組
を
作
る
こ
と
で
、

古
典
作
品
を
わ
か
り
や
す
く
、
面
白
く
紹
介
で
き

る
の
で
は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

を
参
考
に
、中
学
三
年
生
か
ら
一
年
生
へ
送
る「
古

典
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」（
動
画
）

作
成
と
い
う
学
習
活
動
を
設
定
し
た
。（
ち
な
み

に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
授
業
の
流
れ
や
グ
ル
ー

プ
内
の
役
割
、
紹
介
す
る
古
典
作
品
の
例
、
評
価

ポ
イ
ン
ト
、
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
ま
で
提

示
し
て
く
れ
、
親

身
に
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
た
。
こ
ち

ら
に
つ
い
て
も
、

さ
ら
に
研
究
し
て

い
き
た
い
。）

単
元
名
：「
古
典
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
を
作
ろ
う
！

ね
ら
い
：
古
典
の
学
習
を
始
め
る
中
学
一
年
生

へ
、
古
典
作
品
の
基
本
的
な
内
容
と

面
白
さ
を
伝
え
る
。

メ
ン
バ
ー
：
一
グ
ル
ー
プ
四
人
を
基
本
と
す

る
。

時
間
：
一
グ
ル
ー
プ
三
分
以
内

流
れ
：
教
科
書
（
光
村
図
書
「
国
語
」
三
年
）

百
六
十
六
〜
百
六
十
七
ペ
ー
ジ
「
つ
な

が
る
古
典
」
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
古
典

作
品
を
一
つ
選
ぶ
。

教
科
書
百
六
十
八
〜
百
六
十
九
ペ
ー
ジ

「
古
典
名
作
選
」
を
参
考
に
、
選
ん
だ

古
典
作
品
の
有
名
な
一
文
や
、
気
に

入
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
紹
介
す
る
。
古
典

作
品
の
背
景
や
魅
力
、
面
白
さ
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
。

備
考
：
中
学
一
年
生
の
国
語
の
時
間
に
、
完
成

し
た
動
画
を
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そんな先生方のために、秀学社国語科通信では国語科の先生方に
参考にしていただける情報をお届けしています。

●国語科の授業のアイデアを広げたい！
●具体的な実践事例を知りたい！
●授業の導入に使える小話はないだろうか？

生
徒
へ
の
提
示
内
容

「古典系YouTubeチャンネル」を
作ろう！
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三
年
生
は
、
一
年
生
へ
と
い
う
他
者
意
識
と
と

も
に
、「
こ
れ
か
ら
古
典
の
学
習
を
す
る
人
が
、

理
解
し
や
す
い
も
の
」「
硬
く
な
り
す
ぎ
ず
、
面

白
さ
を
伝
え
る
」
な
ど
、
具
体
的
に
ど
う
工
夫
す

れ
ば
よ
い
か
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
構
成
を
決

定
、台
本
を
作
成
し
た
。話
し
合
い
や
台
本
作
り
、

古
典
作
品
の
内
容
を
確
認
す
る
際
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
用
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
画
面
共
有
し
、
役
割

の
担
当
を
決
め
て
進
め
る
こ
と
で
効
率
よ
く
作
業

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
た

も
の
を
グ
ル
ー
プ
で
確
認
し
改
善
点
を
出
し
合

い
、
撮
影
し
た
画
角
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
も
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「
古
典
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
撮

影
会
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
撮
影
し
た
動

画
を
一
年
生
の
学
級
モ
ニ
タ
ー
で
鑑
賞
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、「
わ
か
り
や
す
い
、
面
白
い
、

楽
し
い
、
惹
き
つ
け
る
」
と
い
っ
た
工
夫
が
散
り

ば
め
ら
れ
た
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。
他
の
グ
ル
ー

プ
の
撮
影
を
後
ろ
で
見
な
が
ら
拍
手
を
送
る
姿

に
、
主
体
的
に
活
動
し
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
た
様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。（
い
つ
も

自
宅
で
見
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
動
画
な
ど
を
制
作
す

る
側
に
立
ち
、
そ
の
大
変
さ
や
、
話
の
ネ
タ
を
集

め
る
苦
労
な
ど
も
実
感
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。）

　令和6年度「国語に関する世論調査」の結果が発表された。その中で「エモい」
という言葉に対する印象の調査結果がまとめられていた。「エモい」を「使う」
と答えた人は17.8%、「使うことはない」と答えた人は80.6%で、依然として使用
者は若者に限られていることが分かる結果であった。一方で、他人が使うのが気
になるか、という問いは「気にならない」が56.7%と半数を超え、意外にも気に
ならない派がやや多い結果であった。流行した当初、「エモいってどういう意
味？」など上司に聞かれたものだが、今や独特のニュアンスや意味も浸透してき
たということだろうか。新語が違和感を超え、日常に溶け込んでいく。言葉が一
般的になる過程を見たような気がした。（編集部：大石）

〔編集部のつぶやき〕「エモい」のいま

生徒の振り返りから
　「自分で古典のストーリーを今風にアレンジしてみて、より古文への関心が高まり、物語の中の情景などを考えること
ができた。」「松尾芭蕉の役を演じる時に、芭蕉が何を考えて『おくのほそ道』を書いたのかを想像することができた。」「他
人に面白さを伝えるには、その古典の内容をよく理解していないと難しく、その古典の内容を深く理解しようと意識した。」
という生徒の感想からも、より主体的に目的意識をもって活動に取り組んだことがわかる。

単
元
の
流
れ
（
全
三
時
間
）

LINEスタンプ 大好評発売中！

新しい
国語のワークキャラクター
ピポ丸ピポ丸ピポ丸ピポ丸

全
体
の
流
れ

個
の
流
れ

課
題
の
提
示
、

グ
ル
ー
プ
の
決
定
、

古
典
作
品
選
定

課
題
を
確
認

す
る

１時間目
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の

構
成
決
定
、

リ
ハ
ー
サ
ル

場
面
描
写
を

理
解
す
る

２時間目
「
古
典
系

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
撮
影
会

発
表
・
撮
影
・

振
り
返
り

３時間目

話題沸騰中ピポ
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